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はじめに
　少子化、虐待、待機児童の増加、認定こども園の
改革等々、世上では幼児の教育と福祉をめぐって活
発な意見が交わされている。保育園と幼稚園の連携
はもとより、保幼小の連携を求める声も日に日に増
している。筆者は、小学校の国語科教材『お手紙』
（アーノルド・ローベル作、三木卓訳）を連携の素
材として、小学校２年生と各自の出身保育園、幼稚
園の園児との手紙による交流を設定し、そこから見
えてくるものを考察し、本誌10号に報告した。その
目的は、①保育園、幼稚園の年長児たちは、卒園者
からの手紙に対してどのような反応を示すのか、②
小学２年生の意識は、学習したことを年少者に伝え
ることでどのように深まるのか、を明らかにするこ
とであった。目的はある程度達せられたと考えるが、
数値だけでは表せないさまざまなデータについて、
十分な考察ができたとは言い難い。本稿ではさらに
詳しいデータを通して、保幼小連携の可能性を考察
した。
第₁章　実践の概要
　国語科単元『お手紙』の学習をしている小学２年
生（神奈川県茅ヶ崎市内）に、各自の出身園に宛て
て、学習で感じたことを伝える手紙を書かせた。対
象となった保育園、幼稚園では、その卒園生からの
手紙を年長クラスで読み聞かせ、その反応を記録し
て頂いた。小学生たちの反応は、「初発の感想」と「ま
とめの感想」をもとにしている。園児たちの反応は、
各園の「記録用紙」の記述をもとにしている。この
記録用紙には、「卒園生からの手紙に、興味や関心を
持った園児の数」といった数値の他に、自由記述欄
がもうけてあり、そこに具体的な反応や特記事項を
記入できるようになっている。今回の調査では、こ
の自由記述が非常に貴重な資料となった。
　前回の報告では、園児の反応や児童の作品そのも
のを考察の対象としていたが、園児や児童たちがど
のような環境で育ってきたかも分析の重要な視点と
なりうるのではないかと考えた。詳しい教育方針を
公開していない園も多いが、各園の特色は概ね以下
の通りである。（ここでは便宜上、園児100名未満を
小規模、100名以上200名未満を中規模、200名以上
を大規模とした）
・Ａ園　公立保育園　中規模
・Ｂ園　私立保育園　中規模
・Ｃ園　私立保育園　小規模
・Ｄ園　私立保育園　中規模　キリスト教精神に基
づく教育　モンテッソーリ教育法による
保育
・Ｅ園　私立保育園　小規模　日本の伝統文化、剣
道、書道を取り入れた保育
・Ｆ園　私立幼稚園　大規模　本物の自然にふれて
育てる教育を重視
・Ｇ園　私立幼稚園　大規模　キリスト教精神に基
づく教育
・Ｈ園　私立幼稚園　中規模　キリスト教精神に基
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しきもちになりました。お手紙をかいてそれをかた
つむりくんがひっしにがまくんの家までいったんだ
なあと思いました。（女）
◇幼稚園出身児
【Ｆ幼稚園】・がまんくが、げんかんにこしをかけて
いるところがかなしそうでした。かえるくんが出し
たお手紙をまつところがしあわせそうだった。（女）
【Ｇ幼稚園】・さいしょに、がまくんがお手紙をまっ
ててかなしそうだとおもったけど、さいごらへんに
かえるくんがお手紙をもらってしあわせみたいかん
じでよかったです。（男）
【Ｈ幼稚園】・わたしは、がまくんが、お手紙をだれ
にももらったことが、なくて、かわいそうでした。
でも、かえるくんが、お手紙をがまくんにだしてあ
げてよかったです。もし、わたしが、かえるくんだっ
たらわたしも、かえるくんと同じように、お手紙を
がまくんに、だしてあげます。（女）
【Ｉ幼稚園】・がまくんがおてがみをもらってないな
んてかわいそうだとおもいました。でもかえるくん
がてがみをあげたからわたしはかえるくんがやさし
いとおもいました。でも、がまくんが「ばからしい
こというなよ」といったからいじわるだとおもった
けど、急にやさしくなったからどっちもやさしいと
おもいました。またなかなおりしていたからよかっ
たです。（女）
【Ｊ幼稚園】・さいしょのほうがすごくかなしそうで、
一回ももらったことがないとほんとにかなしそうで
した。けれど、さいごのほうは、うれしそうでした。
がまくんが手紙をもらったときは、はじめてだから、
すごくうれしそうでした。（男）
【Ｋ幼稚園】・欠席のため感想文なし（男）
【Ｌ幼稚園】・がまくんが、いっかいもお手紙をもらっ
たことがないのでかわいそうでした。でもかえるく
んがてがみをかいてくれたので、よかったです。（男）
【Ｍ幼稚園】・いったいお手紙をまつ時間が四日だっ
たらのどはかわかないのかな。ねないで四日すごし
ていたらねむくないのかなと思いました。（男）
　初発の感想の段階では、手紙をもらえないがまく
んに同情し、手紙を書いたかえるくんに共感した児
づく教育
・Ｉ園　私立幼稚園　大規模　キリスト教精神に基
づく教育
・Ｊ園　私立幼稚園　中規模
・Ｋ園　私立幼稚園　小規模 
・Ｌ園　私立幼稚園　小規模　家族的な雰囲気の中、
本気で遊び、しっかり食べる教育
・Ｍ園　私立幼稚園　大規模　遊びを大切にし、園
外保育を積極的に実施
第₂章　₂年生児童の初発の感想から
　絵本『お手紙』を初めて読んだ小学校２年生の児
童の感想文は、その出身園によって目立った特色が
あるのだろうか。複数の出身者がいる園もあるが、
ここでは各園１名ずつの事例を取り上げ、考察して
みたい。なお、クラス児童36名中、保育園出身者は
９名、幼稚園出身者は27名である。また、事例には
誤字脱字が多々あるが、原文のままとした。
◇保育園出身児
【Ａ保育園】・がまくんがお手紙いちどももらえなく
てかわいそうだったし、わたしもこうゆうことが
あったらやだなとおもった。あとかたつむりくんに
かえるくんがはこんでってといってかたつむりくん
はすぐやるぜってゆってたのに、四日たつのかふし
ぎっだった。がまくんがかえるくんにお手紙もらえ
てうれしそうだった。（女）
【Ｂ保育園】・さいしょに、がまくんが、手紙をもら
えなくてかわいそうだった。けどかえるくんが、手
紙をくれたから、がまくんは、うれしそうでした。
（女）
【Ｃ保育園】・ぼくは、お手紙およんでガマくんがす
ごいかなしそうだと思いました。かえるくんがガマ
くんのおうちにきてからすごくかえるくんは、えら
いと、思いました。かえるくんが、おうちにかっえっ
てからガマくんに手紙をかいたのもとってもえらい
と思いました。ぼくもそんなかえるくんみたいにや
さしい人になりたいです。（男）
【Ｄ保育園】・なにもなっかったよ。（男）
【Ｅ保育園】・がまくんが、お手紙をもらったことが
ないとふしぎだなあと思いました。かえるくんがが
まくんにお手紙をかいてあげてがまくんくんがうれ
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◇幼稚園
【Ｆ幼稚園】
・『お手紙』の話を読んでみたい。
・ 読んでみたいという声が多かったので、実際に『お
手紙』の話を読み聞かせた。
・黙って物語を楽しむ様子が見られた。
・このような素敵なお話を教えてくれて嬉しかった。
・ 自分も小学生になったら、園のみんなに手紙を書
きたい。
・かえるくんのような人になりたい。
【Ｇ幼稚園】
・ 卒園生のお友だちが書いたお手紙が届いたことを
伝えると、皆とても静かになり集中して話を聞く
姿勢になっていました。
・ お話そのものに興味をもったというよりは、勉強
の内容に興味があるようです。
・ 「友だちは大切」と全員が共感していました。
・ 自分たちも小学生になったら、幼稚園に手紙を書
くよ！と何人もの子が言っていました。
・ 「僕は私は○○小学校に行くんだ！」と友だちと
言い合っていました。
【Ｈ幼稚園】
・ お話をきちんと理解できていた子は少なかったか
もしれませんが、「あっ、お手紙に書いてあること
言っちゃったよ！」と内容を楽しめていた子もい
ました。
・ 先生たちから大切なことを教えてもらうのではな
く、”学校のお姉さん”が教えてくれたのは、近
くに感じたようでした。
【Ｉ幼稚園】
・ 今回、子どもたちに卒園生の手紙を読んでみて、
一番反応が大きかったのが、「また同じだ！」とい
うことです。「手紙なのになぜみんな同じところ
があるのだろう」と幼児は疑問を持ってしまい、
その部分に特に興味を持ってしまいました。→卒
園生６名の手紙を、３通ずつ、２クラスに分けて読
み聞かせたが、同じような文面なので、そのこと
にばかり関心をもっていた。
【Ｊ幼稚園】
・びっくりしたけど、うれしかった。
・お話を読んでみたいと思った。
童が多く、保育園出身児に特徴的な感想、幼稚園出
身児に特徴的な反応というものは見られなかった。
強いて言えば、総じて幼稚園出身児の方が若干、文
章が長めだったが、保育園出身児でも長文を書いて
いる児童もあり、個人差の問題だと推測される。
　園の特色による違いも確かめたが、園の規模、教
育方針や宗教的背景による有意差は見られなかった。
第₃章　園児たちの反応（自由記述から）
　卒園生からの手紙を読み聞かせてもらった園児の
反応については、数量的な記録とともに「自由記述
欄」を設けた。各園の記述から、特徴的なものをピッ
クアップしてみる。
◇保育園
【Ａ保育園】
・自分もお手紙をもらうとうれしいと思った。
・話を聞いて、自分もうれしくなった。
・友だちって大切だと思った。
・手紙をもらってない人にあげるのが良かった。
【Ｂ保育園】
・なんか、すごかった。
・漢字がすごーい。
・優しい気持ちになった。
・小学生ってすごい。
【Ｃ保育園】
・お手紙ありがとう。
・お話を聞いて感動した
・○○くんもがんばって下さい。
・ぼくたち、わたしたちもべんきょうをがんばりま
す。
【Ｄ保育園】
・お手紙を書きたいと全員が反応。
・小学校生活を楽しみにしていた。
【Ｅ保育園】
・ 「もう一度読んで」と言う子もいた。
・ 「その本持っている。」「読んだことあるよ」と言
う子がいた。
・ 「かえるくんやさしいね」と言う子が多くいた。
・ この手紙を読んだ次の日、手紙を書いてくる子が
いた。
・ 「小学校に行くのが楽しみ」と皆言っていた。
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微に気づいたり、卒園者の手紙の一文に深い共感
を示した記述も見られた。
　また、キリスト教主義教育のＩ幼稚園では、もと
もと小学校生活に不安を感じている子はほとんどお
らず、物語に対しても「友だちが大切なのは当たり
前」と、多くの園児が冷めた受け止め方をしていた
という。そのためか、複数名いた卒園者からの手紙
を読み聞かせるたび、「また同じだ！」と文面の類似
性に興味を持ったという。理解力のある園児である
ことがうかがわれる。家庭環境によるものか、教育
内容に特色があるのか、興味深いところである。
第₄章　₂年生児童のまとめの感想から
　卒園者からの手紙を読み聞かせした保育園、幼稚
園から、今度は多数のお返事をいただいた。個人宛
の返事もあったが、本研究に参加していただけな
かった園もあったことから、すべて個人名は伏せて
教室で紹介した。（私信は後で本人に手渡した。）２
年生たちは返事が来たことを非常に喜び、もう一度
手紙を書きたいという声も多数あった。そのためか、
単元の最後にまとめの感想を書かせたところ、園児
への手紙形式になってしまった児童が多数いた。こ
こでも各園出身児の感想を一点ずつ取り上げる。そ
れぞれ第２章で取り上げた「初発の感想」の作者と
同一児童である。
◇保育園出身児
【Ａ保育園】・わたしたちがいっしょうけんめいお手
紙をかいたからようちえんやほいくえんの人たちが
いっしょうけんめいお手紙のおへんじをかいてくれ
てうれしくておへんじの字がようちえんやほいくえ
ん生にわみえないくらいじょうずでようちえんやほ
いくえんの人たちも友だちのたいせつさをおしえて
くれたきがした。わたしたちがお手紙をかいてよ
かったと思った。わたしたちが友だちのたいせつさ
をかいたらつたわってよかったなーと思った。そん
なに友だちのたいせつさをしってくれてうれしい。
（女）
【Ｂ保育園】・ほいくえんの、こからお手紙をもらっ
てうれしかった。いっしょうけんめいかいたのがつ
たわってくる。ほいくえんの、こにお手紙かいてよ
・がまくんは頑張ってほしい。
・ がまくんの気持ちをかえるくんは分かってあげて
えらいと思う。
【Ｋ幼稚園】
・ ○○さんからいただいたお話の内容では、あまり
よく分かっていない園児もいたように思いました。
・「友情」というものは、まだ難しいようです。
【Ｌ幼稚園】
・「目をきらきらさせていました。」
・ ○○くんの前向きな一文、「園は楽しいでしょうが、
小学校ではすばらしい友だちと勉強にであい…」
そこが好き、といっていました。
・ 皆、そく、返事をかきましたので、同封いたしま
す。
・ てがみの内容だけで、ずい分と、気持ちをよみとっ
ていました。
・ 園児が帰宅後、お母さんに報告したようで、「見せ
て下さい！」と、○○くんの手紙を皆、見に来ま
した。印象深かったようです。
【Ｍ幼稚園】
・ 行事を思い出したりして、みんな共感していまし
た。
・「卒園してもお友だちいっぱい作るゾ！」
・ ○○小学校のお友だちとはやく遊んだりお話した
いようです。
　ほとんどの園児が卒園生からの手紙や物語に興味
を示し、友だちの大切さを理解している。また、小
学校生活にも興味を持ったようである。物語の内容
については、保育園、幼稚園双方とも、「よく理解
していた」という報告とともに「難しいようです」
という報告もあり、一括りに類型化することはでき
ないと考えられる。大まかな傾向として次のような
ことが言えそうである。
・保育園では、文字や手紙そのものに興味を示した
記述が多かった。
・幼稚園では、「かえるくんのような人になりたい」
等、物語の内容への関心が強く、「自分も手紙を書
きたい」等、学習に結びつけて考える傾向があっ
た。また、「がまくんの気持ちをかえるくんは分
かってあげてえらいと思う。」等、人間関係の機
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ろたいへんでおてがみをかけなかった子もいるって
せんせいがいるって、いってたけどおへんじがいっ
ぱいきてすごいうれしいよ。ぼくには、おへんじこ
なかったかもしれないけど、○くみに、いっぱい、
へんじが来たからぼくにこなくても、すごいうれし
いよ。みんなへんじがきてよろこんでたよ。（男）
【Ｋ幼稚園】・まだ、お手紙をかけないのにいっしょ
うけんめいがんばってくれてどうもありがとう。ほ
んとうに、ごしんせつにありがとう。お手紙をくれ
たらうれしいよね。わたしも、うれしかたったよ。
なにもゆってないのにお手紙をくれるなんてすごい
ね。おもいもしなかったよ。ほんとにとにかくあり
がとうとおもった。（男）
【Ｌ幼稚園】・欠席のためまとめの感想文なし（男）
【Ｍ幼稚園】・知らないだれかがお手紙を出すと、そ
のお手紙だけだったらそうぞうだけで本当のせいか
くや顔はわかりません。友だちだってはじめは知ら
ない人です。だんだんなかよくなっていって本当の
気もちがわかってきます。がまくんとかえるくん
だってはじめはどちらもしらなかったでしょう。だ
んだん心がつうじあって本当の親友になれたんだと
思います。（男）
　36名の「まとめの感想」を読むと、手紙を書いた
満足感や、園児から思いがけず返事をもらったこと
に対する喜びが多数綴られていた。総じて幼稚園出
身児童の方が長文が多く、しかも、ただ「書いて良
かった」「嬉しかった」だけではなく、何がどう嬉
しかったのか、具体的な内容に踏み込んだ記述が多
かった。どの児童も満足感や感謝の念を抱いている。
ただ、今回、調査対象となった幼稚園は読み聞かせ
やことばの教育に力を入れている園が多かった。そ
れが、感じたことを表現することに長けているとい
う結果につながったのではないかと考える。
第₅章　まとめ
　２年生が送った手紙の多くは、「友だちを大切に」
という趣旨のものだったが、園児たちは、単に友だ
ちの大切さ以上のメッセージを受け止めてくれたよ
うである。大方の園児が抱く小学校のイメージは、
「勉強が大変そう」というものだそうだが、「小学校
かった。ほいくえんの、こたちに見て見たいなって、
いわれて、うれしかった。（女）
【Ｃ保育園】・ほいくえんやようちえんのみなさんお
手紙くれてありがとう。すごくうれしかったです。
みんなかえるくんのようなしんせつの人になってこ
まってる人をたすけてあげてください。小学校には
いっても手紙をかいてお友だちをいっぱいつくって
ください。（男）
【Ｄ保育園】・いいことゆってたから、いいこだなと
おもいました。わすれちゃったからまたみにいきた
いとおもいます。（男）
【Ｅ保育園】・ほいく園のみんなが学校って楽しいっ
てわかってくれたからよかったよ。みんなも、もも
ぐみからすみれの人も、小学校にきてべんきょうが
んばってね！わたしも、がんばるよ（女）
◇幼稚園出身児
【Ｆ幼稚園】・お手紙ありがとうございます。ようち
えんなのに、長い文を作ってくれたので、とても楽
しめました。ようちえんなのに字もうまくて、まる
で、ようちえんでは、なくて、小学生みたいでした。
これからもがんばってください。（女）
【Ｇ幼稚園】・ものすごくいいお手紙でぼくがようち
えんのときよりとてもいいお手紙だったのでものす
ごくびっくりしました。とてもうれしかった。よう
ちえんであんなにながくてすごくいいことをかいて
たのですごくうれしかったです。いっかいお手紙を
わたしただけであんなにいっぱい友だちや親友てい
うことがわかったのですごいなとおもいました。
（男）
【Ｈ幼稚園】・ようちえんに、お手紙をだして、友だ
ちが、すごくたいせつなんだってことをしってくれ
てよかった。ねんしょう人も、そのことをしってほ
しい。おかえしをしらって、うれしい。（女）
【Ｉ幼稚園】・おへんじありがとう。いろいろなお手
紙があったよ。学校もたのしいよ。いろいろなお手
紙をよんでいたらがっこうにいきたいっていうこと
がわかったよ。がっこうは、べんきょうもたのしい
よ。あなたはようちえんたのしんでね。学校にはいっ
たらたのしんでね。（女）
【Ｊ幼稚園】・いろんなおへんじありがとう。いろい
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に行くのが楽しみ」「ぼくたち、わたしたちもべん
きょうがんばります」のように、卒園生からの手紙
に感謝し、小学校に親近感を抱いた記述が多かった。
また、「自分も小学生になったら、園に手紙を書くね」
ということを複数の園の園児が書いている。また実
際に、次の日、手紙を書いてきた園児もいたという。
今回の交流が発展的な学習への動機付けになってい
ることがうかがえる。
　一方、２年生にとっては、「小学校生活は楽しいよ」
等の手紙を書くために、自己の学校生活を振り返る
よいきっかけとなったようである。また、園児たち
に感謝の返事をもらったことにより、学習に対する
充実感や満足感が高まったことがうかがえた。「いっ
しょうけんめい返事をかいてくれてうれしかった。」
等、園児に対する愛情が深まり、小学校で一緒に遊
べる日を楽しみに待つ気持ちが芽生えたと考えられ
る。
　「ようちえんやほいくえんの人たちも友だちのた
いせつさをおしえてくれたきがした。」に象徴され
るように、交流によって物語に関する理解が深まっ
ただけでなく、物語の主題に迫る読みが成立したと
考えられる事例もあった。
　小学生からの手紙の読み聞かせを聞いた園児たち
の反応は実に様々であった。内容を理解するのに苦
労した園児がいた一方、同じような文面に白けてし
まった園児もいた。この個人差の開きをどう考えて
対処していくべきか。また、「言語活動の充実」とい
う今日的視点で考えたとき、手紙を送っただけでは、
十分な連携とは言えまい。この活動をどう継続し発
展させていくべきか、今後の研究課題としたい。
